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1.　繊維 に発生す る細菌や糸状菌に対して，その繁殖

を防 ぎ，繊維材料 の損傷を防ぐた め， 市販の衛生加工剤

等を用いて,そ の実用的効果を検討し若干の成果を得た 。

これ ら加工剤 の防徽効力 を判定す る方法 とし て,   AAT

cc のHalo-test が，一般に用いられているが，今回 は

カビ の発生 量を秤量し，加工剤 の効果 を検討，従来 の阻

止帯 測定によるHalo-test との関係を検討し た。

2.　市販 の衛生 加工剤を用い て，各 濃度で処理し た木

綿， ナイ ロン布を培 地に添 付し，菌 を接 種し て96  hr.培

養後， 試験布を剥離し， 乾燥後試 験布上 の菌 の重量 を測

定し た。 また，他 の方法 とし ては，特殊試験管 内に培 地

を注入， 横倒し凝固後試 験布を添附し て菌を試 験布の端

に移殖し， その繁 殖速度を測定し た。

3. 加工剤のみの効果 判定とし ては， 濃度を1.0, 0.5,

0｡1,   0.05,   0.01,   0.005,   0.001,  0.0005, 各 ％ に 変 化 させ

た 場 合, 0.005%  以 上 の 濃 度 で は, カ ビ 秤 量, 横 倒 し 法 と も

完 全 に 阻 止 され てい た 。 布 面 上 のカ ビ 発 生 に つ い て は，

加 工剤 の処 理 濃 度 は繊 維 重量 に対 し て の濃 度 で あ る た

め,  0.1% 以 上 の 濃 度 で は，完 全 に阻 止 され てい た。 これ

は,  Halo-test の 結 果 と一 致 し た 。 Halo-test で は阻 止 帯

の ない 場 合 の 判 定 が， 不 正確 で あ る が， 秤 量 お よ び 横 倒

し 法 で は， そ の 判 定 が 正 確 で あ る。


